
96 

 

８．目標値の設定及び計画の評価 

 

８－１ 目標値の設定 

 

（１）立地適正化計画の目標値 

本計画に掲げる施策・誘導方針に期待される効果として、「①公共交通の利便性向上」、

「②市街地における居住者の増加」が想定され、本計画の進捗を管理するための目標値を

以下のように設定していましたが、今回の見直しにおいて、居住誘導区域が変更

（222.3ha⇒163.9ha）になったことと計画策定以降の居住誘導区域内人口の推移を考

慮し、人口密度の目標値を見直しました。人口に関する目標値の算出方法については、後

述の参考資料に記載しています。なお、公共交通１便当たりの乗客数（市が運営する“お

でかけバス”と“のらんけバス”が対象）の増加率は、マイナスとなっていますが、コロ

ナ禍の影響等が考えられることから、策定当初の目標値を継続することとします。 

 

【策定当初の目標値（居住誘導区域面積：222.3ha）】 

項目 単位 

基準値 目標値 

2015 年 

(平成 27 年) 

2035 年 

(令和 17 年) 

居住誘導区域内の人口密度 人／ha 35.1 22.7 

公共交通の１便あたり乗客

数の増加率 
％ － 5.0 

 

 

【目標値の見直し（居住誘導区域面積：163.9ha）】 

項目 単位 

基準値 現状値 目標値 

2015 年 

(平成 27 年) 

2020 年 

(令和２年) 

2035 年 

(令和 17 年) 

居住誘導区域内の 

人口密度 
人／ha 43.4 39.9 28.6 

公共交通の１便あたり

乗客数の増加率 ％ － 

R３実績 

おでかけバス：-31.2 

のらんけバス：-3.9 

5.0 
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（２）防災指針の目標値 

P83，84 で示した課題解決に向けた防災・減災対策の具体的な取組を踏まえ、防災指

針における目標値を以下のとおり設定します。 

なお、指標と目標値は、輪島市国土強靱化地域計画及び第２次輪島市総合計画（後期基

本計画）との整合を図り設定します。 

 

表．防災指針に基づく目標値 

指  標 
現状値 

（Ｒ４） 

目標値 

（Ｒ８） 

津波避難ビルの指定施設数 ８施設 現状維持 

指定避難所の指定施設数 48 施設 維持 

消防団員の充足率 90％ 95％ 

防災士の育成※ 865 人 950 人 

女性防災士の育成※ 203 人 250 人 

※立地適正化計画独自の目標値 
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８－２ 計画の評価 

 

本計画の評価に当たっては、概ね５年ごとにモニタリングを実施して直接進捗状況を確

認するとともに、計画の評価等を実施します。また、輪島市都市計画審議会にも評価結果

を報告し、意見聴取を行い、評価結果を踏まえて必要に応じ計画の見直しを行います。 

なお、各施策については、PDCA サイクルの考え方に基づき、時代の潮流や様々な状況

変化に対応しながら、長期的な計画の運用・管理を行います。 
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